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2027年３月期 第２四半期（連結・個別）業績予想と 

実績値との差異に関するお知らせ 

 

 

2026年４月 24日に公表しました 2027年３月期第２四半期（連結・個別）の業績予想と本日公表の

実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

                      

 

                     記 

                      

１． 業績予想と実績値との差異 

（１）2027年３月期第２四半期連結業績予想と実績値との差異（2026 年３月 16日から 2026 年９月 15 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

2,900  

百万円 

165  

百万円 

170  

百万円 

20  

円  銭 

8.48  

今回実績（Ｂ） 2,968 133 143 △16 △7.02 

増減額（Ｂ－Ａ） 68 △31 △26 △36  

増減率（％） 2.3 △18.8 △15.7 －  

（ご参考）前第２四半期実績  

（2026 年３月期第２四半期） 
2,756 204 214 148 62.78 

 

（２）2027年３月期第２四半期個別業績予想と実績値との差異（2026 年３月 16日から 2026 年９月 15 日） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 
１株当たり 

中間純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

2,550  

百万円 

170  

百万円 

20  

円  銭 

8.48  

今回実績（Ｂ） 2,603 131 △24 △10.54 

増減額（Ｂ－Ａ） 53 △38 △44  

増減率（％） 2.1 △22.9 －  

（ご参考）前第２四半期実績 

（2026 年３月期第２四半期） 
2,385 205 143 61.00 

 



 

 

２． 差異の理由 

（１） 連結業績 

当該差異の主な要因は、個別業績によるものとなりますので、詳細につきましては「２.差異の理由

（２）個別業績」をご参照ください。 

 

（２） 個別業績 

売上高は、概ね計画どおりに推移いたしました。 

金属製品事業において、国内市場では作業工具類の販売が堅調に推移し、産業機器分野では吊りクラ

ンプ類の販売が順調に推移いたしました。海外市場では、当社の主要市場の一つである韓国において建

設需要が低迷する中、新製品投入効果もあり販売は順調に推移いたしました。 

一方、計画時に想定していた以上の原材料価格やエネルギーコストの上昇、外注費の増加等により製

造費用が増加したことから、売上総利益は当初予想を下回りました。この結果、経常利益及び親会社株

主に帰属する中間純利益についても、当初予想を下回る結果となりました。 

なお、2027年３月期の通期（連結・個別）業績予想につきましては、前回発表予想から変更はありま

せん。第２四半期累計期間の各種利益金額は計画を下回って推移しておりますが、金属製品事業におい

て、国内市場は2026年10月より製品について価格改定を実施いたしました。 

 

（注）同日付で「2027年３月期 第２四半期（中間期）決算短信〔日本基準〕(連結)」を公表しておりま

すので、業績の詳細につきましては、当該決算短信をご参照ください。 

 

以上 


